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＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

私達は「お客様と共に物心両面で幸せになること」を企業理念として掲げています。お客様のお

役に立てるサービスの提供とともに、環境に配慮した工場運営やしくみ作りに努め、これらの活

動から社員が働きがいや生きがい、豊かさを実感できる企業を目指していきます。 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

環境 

☐社会 

☐経済 

・エネルギーやリネン品などの資源を

有効に無駄なく利用できる工場運営 

【取り組み内容】 

廃棄リネンの再資源化を推進。 

再資源化事業を行う会社と連携して、

年間 7ｔ近くのユニフォーム類をリサイ

クル。焼却に比べて CO2 削減に効果

あり。 

・エネルギー原単

位：年平均 1％以上

削減 

・リネン廃棄：10％

以上 

・エネルギー原単位：

年間 1％削減⇒未達 

（理由）メンテナンス

の実施など、少しず

つ改善されている

が、削減率は 0.42％

にとどまった。 

・リネン廃棄：10％以

上⇒達成 

☐環境 

社会 

経済 

・社員の働きがい向上とバランスのと

れた働き方の推進 

【取り組み内容】 

労働時間を適正に把握し、業務の効

率化（RPA 活用など）、PC の利用時

間の制限など、適切な労働時間の実

現をめざしている。 

健康経営優良法人認定を2023年より

毎年取得。 

くるみん認定を 2024年 7月に取得。 

・残業時間の削減：

平均 8％削減 

・健康経営優良法

人認定 

・残業時間：平均 8％

削減⇒未達 

（理由）残業削減に

集中的に取り組んだ

ことで大きく減った

が、人員不足などに

より増加に転じた時

期があり、6％の削減

にとどまった。 

・健康経営優良法人

認定⇒達成 

☐環境 

☐社会 

☐経済 

   

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

環境負荷低減と働く環境の改善の両立に向けた取り組みは、着実に前進しましたが、さらなる改

善が必要であることも明らかになりました。来期は、システムや RPAを活用した業務プロセスの

見直しを一層推し進めるとともに、生産効率を高める取り組みを進めていく予定です。 

また、グループ会社や地域社会と連携を深め、パートナーシップを通じて SDGｓ推進に貢献でき

る体制づくりにも積極的に取り組んでいきたいと考えています。 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

環境 

☐社会 

経済 

・エネルギー原単位削減に向けた工場運営と省

エネ運用の強化 

エネルギー原単位：年間 1％以

上削減 
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☐環境 

社会 

経済 

・働きがい向上と女性活躍の推進 

・残業時間：年間 8％以上の削減 

・社内の相談窓口利用：年間

15％アップ 

☐環境 

☐社会 

☐経済 

  

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

・古着回収リサイクルを行う企業と提携し、リースアップしたユニフォーム等のほぼ 100％を自動

車の内装材として再利用する事業に協力しています。 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


